
 
あとがき 
 
 ドクターヘリ、すなわちᢇ急㘧ⴕは⥶ⓨと医≮という全く⇣なった二つの分㊁による協

働事ᬺである。両分㊁ともに㜞度な⍮⼂と♖✺な技ⴚと⼾富な⚻㛎を必ⷐとし、しかも危

㒾を伴う。したがって両⠪の協⺞が充分でなければ、その危㒾が⴫㕙にᶋかび上がり、人

命にかかわる事᡿を招く。 
 そうした事᡿を如何に㒐ぐか。それを⠨えるのが今回の共同⎇ⓥであった。ドクターヘ

リにたずさわる⡯⒳の、それぞれの⊝さんに参加していただき、⸛⼏を交わしてⓍみ上げ

たのがこの報告ᦠである。 
 
 しかし当ὼのことながら、ᢥᦠだけでは安全は保てない。ᢥᦠやⷙ定にもとづく▤ℂ、

⋙〈だけでも安全は⛽持できない。当事⠪の意⼂と意᰼が㊀ⷐであり、実ⴕまたはⴕ動が

ともなわなければならない。 
 当事⠪とは、ヘリコプターの搭乗⠪だけではない。その㘧ⴕをᡰえる地上⡯員はもとよ

り、ㆇ⥶会␠や∛㒮の▤ℂ⡯⠪や⚻営⠪、そしてᢇ急、ᶖ㒐、⼊察、さらには㆏〝、ⓨ地、

ᴡ川ᢝなどの▤ℂ⠪からᦨ後は一⥸市᳃まで、あらゆる人がドクターヘリの当事⠪にほか

ならない。 
 この人びとの実ⴕと協力があって、初めて安全は成り┙つ。ᧄ報告ᦠは、そうした人び

とへ呼びかけたものである。 
 
 ➅り㄰しになるが、この報告ᦠはドクターヘリの安全を⏕保するためには如何に⠨え、

如何に実ⴕするか。その♻口を探ったものである。この♻口が、当事⠪の安全のための⃻

実⊛なⴕ動に⚿びつくことを㗿うばかりである。 
 ドクターヘリは今、ᣣᧄ中でᲤ年㧝万回ㄭい㘧ⴕをしている。この出動ⷐ⺧はᢙ年にし

て倍増するであろう。すべては人の命をᢇうためだが、それがㅒの⚿ᨐになってはならな

い。 
 安全のためのᣇ╷には㒢りがない。これで大丈夫、これで安心というときはこないかも

しれない。それだけに、今こそが安全のためのᣉ╷を実ⴕに⒖すときであろう。ドクター

ヘリがもっと増加し、人命ᢇ⼔のために安全に㘧びつづけることを㗿ってやまない。 
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